
当日の登校時、昇降口では、寒いなあ、待ち望んでいた訳じゃないなど、子どもたちの声が

聞かれましたが、いざ本番を迎えると、保護者や園児など、たくさんの応援を背に受け、走り終

えた子どもの中には、感想が「面白かった」などに。 

個人ごとにスタート。１周約５００ｍを、それぞれペースで１～３周（各コース）し、タイムを計測

するものです。自分自身（記録）との競争です。大きな声の声援だけでなく、伴走する姿もみら

れました。昨年と比較して、最後まで走りきろうとする子どもたちの姿に成長を感じました。 

閉会式で、各コースの順位や練習で走った距離の長さを、個人ごとに読みあげるたびに、全

校児童生徒から湧き上がる歓声が、校庭に響きました。 

  

・鹿による食害により、稲刈りや脱穀の体験はできませんでしたが、地域の方々、別府市担い

手組織農榮会、ＪＡ別府日出のみなさん、別府市観光産業部農林水産課のみなさん、そして

保護者の方々、合計３９名の方々のご協力を得て、今年度も餅つき体験が実施できました。 

今年の文化祭では、３、４年生がコメ作りをテーマに、熱演してくれたことは、印象に残ってい

ると思います。挨拶の中で、給食の食材、特に米飯が東山の地域等で収穫されたお米である

こと、生産者の減少の状況などとあわせて、「食」「農業に関わっている人たち」といったことに

ついて、あらためて思いを馳せてほしいと伝えました。自分たちでついて、丸めた餅は、大人

気で、何度もおかわりする子どもたちの、笑顔をみることができました。ご協力いただきました皆

様に、あらためて感謝申し上げます。 

    

  

『学校(園)の教育目標』 多様性を尊重し、自他のよさを認め合い、主体的に学ぶ東山の子 
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